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株式会社Ｔ．Ｓ．Ｉ代表取締役の北山忠雄でございます。 

本日は、2021 年 12 月期の決算説明をさせて頂きます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 
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2021 年３月、おかげさまで株式会社 T．Ｓ．Ｉは東証マザーズに上場いたしました。 

これもひとえに皆さまのご支援の賜物と、感謝申し上げます。 

引き続き、ご支援の程をよろしくお願いいたします。 

 

社名でありますＴ．Ｓ．Ｉは、ターミナルケア・サポート・インスティテュートの略でございまして、終末期ケ

アのサポート機関の意味を持たせております。 

我々は介護業界に属しており、サービス付き高齢者向け住宅「アンジェス」というブランドで全国に展開をして

おります。 

サービス付き高齢者向け住宅という安心・安全な住まいと、介護サービス、生活支援、食事サービスなどで介護

が必要な高齢者のみなさまの生活を支えております。 

全国に広げようと鋭意努力をしているところでございます。 
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では、決算説明に入らせて頂きます。 

冒頭、新型コロナウイルスの影響についてでございます。 

 

上半期は、介護事業はコロナウイルスの影響を受けました。 

緊急事態宣言により、新規オープン拠点の内覧会中止や対面営業の自粛、病院からの入居者を一時ストップしま

した。 

当社の KPI であるオープン一年経過拠点の稼働率は目標とする 97％に対して、第 2Q 末時点では 1％ほどのマ

イナスの影響が出ていましたが、4Qの末時点では回復しております。 

人件費率への影響でありますが、あらかじめ予防的に従業員を多めに確保しておりました。 

新規卒業生 4～5人の採用予定でありましたが、嬉しいことに21名の採用が決まり、上半期は 68.1％と高めに

推移していました。第 3Qからは人件費の適正化を進めていき、第 4Qに入ると新卒生が戦力となり各現場に配

置されたので、人件比率は改善傾向でございます。 

不動産事業に関しましては、ウッドショックが発生しましたが、請負価格への転嫁と、自社物件であったために、

当期の損益への影響は軽微に収まりました。 

一方で、建設資材の高騰は現在まだまだ続いております。今後の動向に注視しながら請負契約のタイミング、価

格などを見極めることに注視してまいります。 
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2021 年 12 月期決算概要、前年同期比でございます。 
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今期は第4Qに収益が偏りましたが、前年同期比で増収増益を達成しております。 

 

売上高 34億円、16％増、営業利益 1億 7,200 万円、93.5％増、経常利益1億 8,700 万円、39.5％増、当期純

利益1億 3,800 万円、34.9％増となっております。 
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業績ハイライト、貸借対照表でございます。 

 

IPO により 5億 5,000 万円の増資を経て、財務基盤が強固になりました。 

流動性資産は8億 6,000 万円増えております。 

そして販売用不動産でありますが、2021年の期末にアンジェス加古川の振替を実施したものによるものです。 

固定資産ですが、自社物件を2棟建築し2棟売却したことから、増減は少ないです。 

IPO により増資の結果、純資産は増えておりまして当社が目標とします自己資本比率 30％を超えて 32.2％とな

っております。 
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セグメント別実績でございます。 

 

介護事業は下期からの人件費調整が効き、稼働率も戻したことで、下期に4棟の新規開設がありましたが徐々に

利益は増加しております。 

 

不動産事業は、建築請負、自社物件の販売が発生する第 4四半期に大きく売上を計上しております。 

 

介護事業でありますが、運営棟数が増えるごとに、売上は着実に増加をしております。利益ですが上期は若干苦

戦いたしましたが、下期においては回復傾向でございます。 

 

不動産事業はやはり、売却のあった第1Q第 4Qで利益をあげております。 
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セグメント別、第4四半期のトピックスでありますが、先ほども申しましたが、介護事業は新卒の計画以上の採

用等により人件費が先行しましたが、第 4Ｑでは戦力になり、人件費率は改善に向かいました。 

第 3Ｑ第 4Ｑの 4拠点の開発でも人件費は先行して発生していますが、概ね予算想定内でございます。 

新規拠点は概ね堅調な立ち上がりをしております。 

 

不動産事業は堅調でありまして、1棟の工事の請負がありました。 

期末の 4Ｑにはアンジェス守山を売却しております。 

2021 年 12 月期にアンジェス加古川を販売用不動産へ振替を行ったというのがトピックスでございます。 
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2021 年 12 月期の決算概要の、通期計画比でございます。 
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売上高は通期計画達成率102.3％、新型コロナウイルス下でも計画通りの進捗をいたしております。 

経常利益・当期純利益も予算を上回って着地しております。 
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業績ハイライトでございますが、介護事業はストックビジネスであり、運営棟数の増加により売上が伸びていき

ます。 

2021 年 12 月期は 4棟 146室の新規開設を行っております。 

 

不動産事業は、2棟の自社物件の販売、1棟の建築請負の売上が計上されております。 

 

営業利益は、上期はコロナウイルスの影響を一部受けまして、若干計画を下回っております。 

しかしながら経常利益は計画以上のものを計上しております。 
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介護事業の各 KPI です。 

 

新規開設居室数、150室が KPI でございますが、2021 年は 146 室と概ね計画通りでありました。 

 

売上高の経常利益率ですけれども、中期的に 8.0％を目指してはおりますが、2020 年 4.6％、2021 年 5.5％、

来期は 6.1％の経常利益を目標としております。 

 

訪問介護の利用単価ですが、これは今後も大きく変わらなく推移する見込みでございます。 

 

1 年経過拠点の稼働率でございますが、2021 年は若干落ちたものの、今後は引き続き 97％を堅持していく予定

でございます。 

 

人件費率でございますが、KPI によりますと、66％を目指してはおりますが、2021 年は 67.6％と若干多めに推

移しましたが、安定化に向かっていると存じております。 
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2022 年 12 月期、通期の業績予想でございます。 
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売上高は42億 3,500 万円、24.5％増を予定しております。 

営業利益は 2億 3,600 万円、37％増、経常利益は2億 5,900 万円、38.3％増、当期純利益は 1億 8,300 万円、

32.6％増を予定しております。 
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2022 年 12 月期の前期比較でございます。 

 

2021 年の経常利益は1億 8,700 万円でした。 

今期は既存拠点の損益の差額が 6,100 万円。アンジェス相模原までの 24拠点の利益が増加します。 

そして 2021年に新設開設した拠点の損益差額です。1億 700 万円、2021 年新規開設の4拠点は当初は先行投

資が進み赤字ではありましたが今期は利益を生み出すものとなっております。 

そして新規開設の経費3,200 万円を見込んでおります。 

本社人件費、IT人材の補強をいたします。 

本社その他、5,700 万円を IT 化に向けて予算計上しております。 

不動産事業の利益はそう変わらずに推移していくと予想しております。 

結果、経常利益が2億 5,900 万円となっております。 
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新規拠点の新規開設スケジュールでございますが、表にございます通り、2021 年は第 3Q に 2 棟、第 4Q に 2

棟と下期に固まりました。 

今期も第3Ｑに 1棟、第4Ｑに 2棟となります。 

23 年度のアンジェス彦根河瀬でございますが、当初は 2022 年の予定ではございましたが、豪雪の影響を受け

ており、開発の計画が遅れたり、新規開発が年末年始にわたりそうだということで、2023年といたしました。 
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売上高・経常利益の推移ですが、ストックビジネスですので、右肩上がりに成長しております。 

それにつれて経常利益も右肩上がりに成長をしております。 
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居室数の推移でございますが、2022 年は 1,000 室を超える予定をしておりましたが、彦根市河瀬を 23年度に

まわした結果、979 室と確定しております。 

 

稼働率の推移でありますが、97％を堅持していきます。 

全体といたしましては、新規オープンが下半期に偏る傾向にあることから89％となっております。 
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当社の社会課題への取り組みでございますが、自宅で看取られたいと望む高齢者が安心して住める住まいと介護

サービスを提供することをミッションとしております。 

 

解決したい社会課題。日本の超高齢社会でございます。 

在宅独居高齢者の孤独死、要介護者の在宅での生活にも限界があります。独居の高齢者の数というのは今 700万

人を超えようとしています。その方たちが介護が必要となった場合どうするのか、という社会問題を解決するた

めに、我々は全国にアンジェスというブランドで支援を広げていこうとしている会社でございます。 

 

当社の取り組みとしましては、サービス付き高齢者向け住宅の設計・建築・運営の一気通貫での提供、最期まで

住み続けるためのしっかりとした介護体制を整えてまいります。そして、厚生年金受給者であれば安心して住み

続けられる価格での提供を心がけて全国に広げていこうとしております。 

 

これからも全国に広げてまいります。 

みなさまの付託をうけて、ますます業況拡大に努めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

以上で本日の決算説明を終了させていただきます。 

ご清聴ありがとうございました。 
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